

謹啓　時下ますます御清祥の御事とお慶び申し上げます
先般○○○○死去の節は、御懇篤なる御弔詞を頂き、かつまた霊前に過分の御供物を賜り、御芳情のほど誠に有難く厚く御礼申し上げます。
お陰様をもちまして、このほど、
　　　○ ○ ○ ○ ○ ○ 大 姉
の五七日忌法要も滞りなく相済ませました。
つきましては、早速拝趨のうえ御礼申し上げるのが本意でございますが、略儀ながら書中をもって御挨拶申し上げ、かたがた、供養のお印までに、いささか心ばかりの品をお届けいたしましたので、なにとぞ御受納下さいますようお願い申し上げます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具
年　　月　　日
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